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令和５年第６回大川市教育委員会（定例会）会議録 

 

令和５年３月２４日、大川市役所大会議室において、令和５年第６回教育委員会（定例会）を開催し

た。出席者及び会議の経過並びに結果は次のとおりである。 

 

１．開会及び閉会に関する事項 

開会  １３時３０分 

閉会  １４時２０分 

 

２．出席委員の氏名 

教育長  内藤 妙子 

委 員  谷川 朋昭 

 委 員  一ノ瀬直子 

委 員  蔵本美保子 

 委 員  今村 秀一 

 

３．欠席委員  なし 

 

４．事務局等の出席者 

学校教育課長          添田 宗孝 

学校教育課主任教育指導主事   池上 和久 

生涯学習課長          井口 秀成 

学校教育課長補佐        緒方 範子 

学校教育課学務係長       西村勇次郎 

生涯学習課社会体育係長     米永 英人 

記録者・学校教育課総務係    原島 正敏 

 

５．傍聴者 

なし 

 

６．付議案件 

審議事項 

（１） 議案第６号 大川市教育委員会個人情報の保護に関する法律施行規則の制定について 

（２） 議案第７号 大川市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する規程の制定について 

（３） 議案第８号 大川市教育委員会事務局及び教育委員会の所管に属する学校その他の教育機     

関の職員の職の設置に関する規則の一部を改正する規則の制定について 

（４） 議案第９号 学校薬剤師の解嘱について 

（５） 議案第１０号学校薬剤師の委嘱について 

（６） 議案第１１号大川市文化センターの設置及び管理に関する条例施行規則の一部を改正する 

規則の制定について 

報告事項 

（１） 令和４年度学校評価のまとめについて 

 

７．教育長の挨拶の要旨 

（１） 教育委員の卒業式出席へのお礼 
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   市議会本会議開催中で幹部職員が出席できない状況であった。 

（２） 中学校卒業式について 

  今年の３年生は、新しい中学校になって最初の１年生だった子供達で、当時新型コロナウ

イルスが猛威を振るっていたので、全国一斉休校という措置状況にあった。そういう中でのス

タートで、旧中学校の閉校式、新中学校の開校式、入学式が出来なくて、心残りだった。 

８．議事の大要 

審議事項 
（１） 議案第６号 大川市教育委員会個人情報の保護に関する法律施行規則の 

制定について 

質問・意見等なし 

≪採決≫ 全員挙手により一部修正して承認 

審議事項 
（２）議案第７号 大川市教育委員会事務決裁規程の一部を改正する規程の制定 

について 

教育長 補則説明。校長職の方が市教委に採用されると主幹指導主事、教頭職の方が採用

されると主任指導主事と整理したもの。 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 

（３）議案第８号 大川市教育委員会事務局及び教育委員会の所管に属する学校 

その他の教育機関の職員の職の設置に関する規則の一部を改 

正する規則の制定について 

質問・意見等なし 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 （４）議案第９号 学校薬剤師の解嘱について 

質問・意見等なし 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 （５）議案第１０号 学校薬剤師の委嘱について 

質問・意見等なし 

≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

審議事項 
（６）議案第１１号 大川市文化センターの設置及び管理に関する条例施行規則 

の一部を改正する規則について 

質問・意見等なし 
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≪採決≫ 全員挙手により原案のとおり承認 

報告事項 （１）令和４年度学校評価のまとめについて 

教育長 

 

事務局 

 

 

教育長 

 

事務局 

 

 

 

委 員 

 

 

事務局 

 

 

教育長 

学校の自己評価を厳し目につけている学校があるがどういうことか。 

 

田口小学校の「新時代における人づくり」の自己評価欄が Cをつけているが、 

この指標を設ける際に苦慮して設定したと聞いている。 

 

自己評価は管理職がつけるのか、先生達もつけるのか。 

 

それぞれの学校で、その担当と管理職でつけている。田口小学校の場合は、目標

が高過ぎたのではないか。到達目標の捉え方の違いであって、田口小学校の取組

が拙かった訳ではないと考えられる。 

 

コミュニティ・スクールや地域学校協働活動を「多様な教育的ニーズへの支援」

か「新時代における人づくり」のどちらに入れるか基準はあるのか 

 

「多様な教育的ニーズへの支援」に該当する評価指標は示しているが、最終的に

は各学校の判断に委ねている。 

 

教育振興プログラムで今まで「多様な教育的ニーズへの支援」の内容が多かった

ので、今年度は「豊かな心」と「健やかな体」をひとつにして、「新時代における

人づくり」を設定した。学校によっては「多様な教育的ニーズへの支援」の項目

にコミュニティ・スクールや地域学校協働活動を設定しているところもあるが、

そこは来年度の評価項目を設定するときにアドバイスしたい。 

 


